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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月24日(2008.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グルタチオンもしくはその薬理学的に許容される塩、および／またはオロット酸もしく
はその誘導体もしくはそれらの薬理学的に許容される塩を含有する、口内炎の予防または
治療用組成物。
【請求項２】
　グルタチオンが還元型グルタチオンまたは酸化型グルタチオンである、請求項１記載の
組成物。
【請求項３】
　オロット酸もしくはその誘導体またはそれらの薬理学的に許容される塩が、オロット酸
フリー体またはオロット酸亜鉛である、請求項１記載の組成物。
【請求項４】
　口内炎が、放射線療法または化学療法を原因とする口内炎である、請求項１記載の組成
物。
【請求項５】
　組成物が、チュアブル錠、舌下錠、チューインガム、グミキャンデーまたはドロップで
ある請求項１記載の組成物。
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